
令和４年度 第１回 辻堂地区郷土づくり推進会議 

次 第 

日 時：2022 年 4月 28 日（木）13:30～15:30 

会 場：辻堂市民センター ホール 

 

第一部 委嘱式及び意見交換 

１ 開  会 

２ 委嘱状交付 

３ 市長あいさつ 

４ 出席者紹介 

５ 委員から自己紹介 

６ 市長から施政方針・辻堂地区の事業について 

７ 意見交換 

８ 市民自治部、地域共生社会推進室から 

９ 閉  会 

- ･ - 休  憩 - ･ - 

第二部 全体会議 

議 題 

１ 運営体制について 

２ 会長・副会長の選出について 

３ 所属希望部会等の調査について 

４ 令和４年度 会議日程及び事業予定について 

（１） 会議日程 

（２） 事業予定 

５ その他 

（１） 津波避難体験について 

（２） 期日前投票立会人への従事について 

 

今後の予定 

〇広報委員会           ５月１２日（木）１０時００分から 

〇くらし安心・安全部会      ５月１２日（木）１３時３０分から 

〇辻堂交流部会          ５月１９日（木）１０時００分から 

〇福祉部会            ５月１９日（木）１３時３０分から 

〇第２回辻堂まちづくり会議    ５月２６日（木）１３時３０分から 

以  上 



令和４年度　辻堂まちづくり会議　出席者名簿

任期：２０２２年４月１日～２０２４年３月３１日

No. 氏名 ふりがな 団体名又は公募

1  赤塚　商蔵  あかつか　しょうぞう  辻堂地区自治会長・町内会長連絡協議会

2  山田　泰司  やまだ　やすし  辻堂地区社会福祉協議会

3  齋間　道雄  さいま　みちお  辻堂地区青少年育成協力会

4  和田　今日子  わだ　きょうこ  辻堂地区交通安全対策協議会

5  吉田　紀行  よしだ　のりゆき  辻堂地区生活環境協議会

6  橋本　美知子  はしもと　みちこ  辻堂地区防犯協会

7  小川　雄二郎  おがわ　ゆうじろう  辻堂地区防災協議会

8  近藤　眞由美  こんどう　まゆみ  辻堂東地区民生委員児童委員協議会

9  秋葉　誠  あきば　まこと  辻堂西地区民生委員児童委員協議会

10  伊藤　和子  いとう　かずこ  辻堂公民館評議員会

11  鷹野　三枝子  たかの　みえこ  高浜地域子ども支援会議

12  大橋　洲二  おおはし　しゅうじ  浜見地区社会体育振興協議会

13  片桐　賢  かたぎり　まさる  辻堂地区老人クラブ連合会

14  富田　直樹  とみた　なおき  辻堂東地区いきいきサポートセンター

15  髙野　拓弥  たかの　たくや  辻堂西地区いきいきサポートセンター

16  北野　範之  きたの　のりゆき  辻堂地区ボランティアセンター

17  山下　美波  やました　みなみ  西南部障がい者地域相談支援センター

18  吉田　秀樹  よしだ　ひでき  公募

19  尾崎　文彦  おざき　ふみひこ  公募

20  秋山　正行  あきやま　まさゆき  公募

21  池本　茂男  いけもと　しげお  公募

22  堀川　輝夫  ほりかわ　てるお  公募

23  千葉　郁世  ちば　いくよ  公募

24  鶴田　智博  つるた　ともひろ  公募

25  芳山　久美子  よしやま　くみこ  公募



令和４年度辻堂まちづくり会議の部会・委員会について（案）

広報委員会

辻堂交流部会

くらし安心・安全部会

福祉部会

地域住民や地域団体などが、それぞれの役割を担いながら、積極的に意見を出し合い、
連携・協力する仕組みを充実するための事業を実施

地域住民の不安解消、健康増進等を目的として、地域団体の活動支援を実施

健康増進など地域福祉の推進のための活動を実施
※くらし安心・安全で取り組んでいた福祉健康に関する事業及び協議体が行っていた取組を進める

辻堂の誇りや愛着を高めてもらうとともに、活動の周知及び
参加を促すための取組を実施

公民館まつり出店（展示、アンケート等）、
地区全体集会、こども回覧板事業、
オンラインcafe、まちづくり会議だより など

津波避難訓練、防災講演会、子どもへの防災教育、子どもの見守り事業
辻堂地区交通問題、マナーアップキャンペーン など

認知症理解促進事業、障がい者理解、健康 など

辻堂朝市、みんなで美化キャンペーン、辻堂歴史物語、辻堂さんぽ、
アートギャラリープロジェクト、商店街活性化 など



 

所属希望部会等調査票 

 

 

希望部会名 ※希望する部会に〇をお書きください。 

 

第１希望 

 

くらし安心 

・安全部会 
辻堂交流部会 福祉部会 

 

第２希望 

 

くらし安心 

・安全部会 
辻堂交流部会 福祉部会 

 
 

 

 

 

 

 

広報委員会 

※参加する方は〇を 

 お書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

なお、大変お手数ですが、この調査票を５月２０日までに、事務局までご提出ください。

（ＦＡＸでも可）。また、皆さまからの希望をとりまとめ後に、事務局で調整させていただく

場合もございますのでご了承くださいますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

事務局：辻堂市民センター 地域づくり担当 

担 当：山出、若山 

電 話：３４－８６６１ 

Ｆａｘ：３４－４１８７ 



№ 備考

① 2022年4月28日 (木曜日) 13:30～

② 2022年5月26日 (木曜日) 13:30～

③ 2022年6月23日 (木曜日) 13:30～

④ 2022年7月21日 (木曜日) 13:30～
第3週に実施

（第4週は例大祭）

⑤ 2022年8月25日 (木曜日) 13:30～

⑥ 2022年9月22日 (木曜日) 13:30～

⑦ 2022年10月20日 (木曜日) 13:30～ 第3週に実施

⑧ 2022年11月24日 (木曜日) 13:30～

⑨ 2022年12月15日 (木曜日) 13:30～ 第3週に実施

⑩ 2023年1月26日 (木曜日) 13:30～

⑪ 2023年2月16日 (木曜日) 13:30～ 第3週に実施

⑫ 2023年3月23日 (木曜日) 13:30～

※ 予定のため変更される場合があります。

令　和　４　年　度

辻堂まちづくり会議　開催日程

原則として、「毎月第４木曜日１３：３０」から開催

会場 ： 辻堂市民センター ホール

開催予定日時



令和４(2022)年度 くらし安心・安全部会事業予定表（案） 

令 和 ３ 年 度  令 和 ４ 年 度 

テ ー マ 事 業 名 実 施 結 果  テ ー マ 事 業 名 検 討 事 項 

防     災 

防災講演会 
2 月 19 日（土）に防災協議会と共催で実施。 

参加者：１６１人（会場：６７人・オンライン：９４人） 
 

防      災 

防災講演会 実施予定 

津波避難体験 
５月３0日（日）のゴミゼロクリーンキャンペーン後に実施を予定していたが、 

新型コロナウイルス感染症対策のため中止。 
 津波避難体験 実施予定 

 

 

 

 

子どもの安全 

子どもへの防災教育事業 
辻堂青少年会館主催のチームレスキューに協力。 

９回開催、毎回子ども約１１人に対し、教育講座を開催。 
 

子どもの安全 

子どもへの防災教育事

業 
辻堂青少年会館主催のチームレスキューに協力。 

 子どもの見守り事業 

子どもの見守りおよび安全について検討 

辻堂小学校区内の安全確保を図るため、通学路にグリーンベルト及び発光

鋲の設置 

 子どもの見守り事業 子どもの見守り事業ついての検討。  

都 市 問 題 辻堂地区交通問題事業 

４月の部会で、湘南辻堂地下道付近の交通問題（羽鳥立体計画）につい

て、道路整備課と意見交換を実施。 

 

１１月の部会と全体会議で辻堂地区の交通問題に関し、道路整備課及び

都市計画課から進捗状況の報告を受けた。         

 都 市 問 題 辻堂地区交通問題事業 
辻堂地区の交通問題（ステップ３地区内地域公共交通導

入計画）について、都市計画課と協議予定。 

マナーアップ キャンペーンの支援 
辻堂駅南口駅前商店街東側の車両進入禁止からの自転車通行に関し、注

意喚起のためのチラシを地域回覧で実施。 
 マナーアップ キャンペーンの支援 

辻堂駅南口駅前商店街東側の車両進入禁止からの自転

車通行に関し、注意喚起のためキャンペーンを実施。 

街頭キャンペーンや藤沢市きれいで住みよい環境づくり

条例啓発キャンペーン等に参加予定。 

地 域 活 動 地区内学校等との連携 

・辻堂小学校６年生の総合的な学習の時間で学校と地域の連携により、児

童と地域住民が協力して学区内の課題についてクラスごとに取り上げ、そ

の解決策を児童自身が検討し、まとめ、発表し、センターにて展示を行っ

た。 

・湘南工科大学の社会貢献活動の一環として、地区内の防災活動をとおし

て地域の課題や解決策を検討し、まちづくり会議の全体集会で報告を行っ

た。 

 地 域 活 動 地区内学校等との連携 実施に向け、検討 

 



令和4年度　辻堂交流部会事業予定表（案）

事業名 内　　容 実施結果 事業名 内　　容 目的や課題

辻堂朝市 毎月第2・4木曜日に実施

【市民センター】
毎月第2・4木曜日に実施
【学研ココファン藤沢ＳＳＴ】
毎月第3水曜日に実施

辻堂朝市 継続して実施 　◆目的◆　地域への誇りや愛着が育むとともに、地産地消を図る

自歩道、ポケットパークで清掃活動を実施
共催：地区生活環境協議会
　　　　高浜地域子ども支援会議
協力：高浜中学校、浜見小学校、高砂小学校
　　　　白浜養護学校、周辺自治会
　　　　湘南工科大学附属高校

【令和2年度実績】
第1回：12/17実施　参加者38人（自歩道）
第2回：12/19実施　参加者36人（ポケットパーク）

【令和3年度実績】
第1回：  7/30実施　参加者40人（自歩道）
第2回：12/11実施　参加者37人（ポケットパーク）
第3回：12/16実施　参加者35人（自歩道）

継続して実施

　◆目的◆　地区内の環境美化を進めるとともに、近隣の学生、地域
住民が利用する、自歩道・ポケットパークの美化を推進することで愛着
を育む
・この活動を地区内に広めていきたい
・南海岸線の美化活動の拡大

海浜公園通り（辻堂駅南海岸線）の雑草を減少さ
せるために、サツキの試行植栽を実施

【令和2年度実績】
11月26日実施　参加者15人（まちづくり会議委員）
場所：海浜公園通り（辻堂駅南海岸線）ポケットパーク北側植栽帯
内容：植栽帯の伐採伐根（生育が見込まれるサツキは移植）
　　　　黒土，鹿沼土への土壌入替え，サツキ（成木）の植栽，潅水

継続して実施 　◆目的◆海浜公園通り（辻堂駅南海岸線）の雑草を減少させる

辻堂歴史物語
大石静雄氏を講師に招いて、
辻堂の歴史について講演会を実施

【令和3年度実績】（予定）
オープニング記念事業「辻堂の歴史を後世に」
2022年3月19日（土）10時～12時

辻堂歴史物語
櫻井豊氏による講演を検討
（大正時代、昭和（戦前）時代）

　◆目的◆　辻堂地区に伝わる歴史講座の開催をすることにより、辻
堂への愛着を高めていく
　・参加者を増やす方法や内容検討

スタンプラリー
探訪事業

江の島トレジャーのように
子どもが参加できるような
スタンプラリーを検討

コロナ禍のため検討できず
スタンプラリー

探訪事業
検討を開始

　◆目的◆　辻堂の歴史等を子どもたちに知ってもらうことにより、辻堂
愛を育む
　・　実施時期
　・　内容
　・　協力体制（商店会連合会、観光協会）

辻堂さんぽ

辻堂グリーン回廊のチェックポイントを巡る、個人
参加型のウオーキング事業を実施
共　　　催：高浜地域子ども支援会議
　　　  　　　ネットワーク湘南堂夢
協　　　力：辻堂商店会連合会、健康づくり課
協賛企業：中野養蜂園、小林茶舗辻堂店
　　　　　　　テラスモール湘南
景品引換：辻堂東・西いきいきサポートセンター
　　　　　　　つむぎ、辻堂青少年会館

【令和3年度】
春：4月5日(月)～5月10日(月)
参加賞367人　完歩賞248人
フォトコンテスト280枚応募

秋：11月5日(金)～12月10日(金)
参加賞722人　完歩賞448人

辻堂さんぽ 継続して実施

　◆目的◆　コロナ禍でも、個人で気軽に外出し、健康の維持・増進を
図るとともに，地域の再認識を目的として実施
　・　内容
　・　協賛店、団体の拡大
　・　東側（ＳＳＴや長久保公園）でのミニ散歩の検討

湘南ニコニコロード
ストリートギャラリー

プロジェクト

湘南工科大学と連携し、湘南ニコニコロードに市
民参加型の「フラッグ（のぼり旗）」を使ったアート
作品を展示

【令和3年度】
第1回：辻堂海岸コレクション
募集：9月3日～10月4日　展示：11月5日～30日
一般18枚　大学生22枚
第2回：FUJISAN×TSUJIDO ～風景コラボレーション～（予定）
募集：1月24日～2月28日　展示：4月5日～5月9日

湘南ニコニコロード
ストリートギャラリー

プロジェクト
継続して実施

　◆目的◆　大学と連携し、市民参加型のアート作品の展示を行い、
更に多くの地域の皆さんに親しまれ愛される道に育てたい
　・　製作費
　・　ワークショップ

湘南工科大学
授業参加協力

湘南工科大学、中尾教授の授業へ参加協力し、
アートギャラリープロジェクトの企画内容を検討

【令和3年度】
前期・後期：各4回ずつ参加協力

湘南工科大学
授業参加協力

継続して実施
◆目的◆　大学と連携し、多くの地区外から通う学生へ辻堂への郷土
愛を育むとともに、地域と一緒に行う事業の企画検討を行う

辻堂寫眞館
辻堂地区の懐かしい写真、貴重な写真、思い出の
品々をシリーズ化して展示

【令和3年度】
第1回：木下恵介さんと辻堂商人
10月5日(火)～11月30日(火)
第2回：私の秘密～そのⅠ～
12月3日(金)～1月31日(月)

辻堂寫眞館 継続して実施

　◆目的◆　辻堂地区の懐かしい写真、貴重な写真、思い出の品々を
展示し、郷土愛を育む場を作ることを目的
　・　市民参加型
　・　開催回数、期間

令和4年度令和2・3年度

みんなで美化
キャンペーン

みんなで美化
キャンペーン



令和４(２０２２)年度 福祉部会事業予定表（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 令和４年度 

テーマ 事業名 実施状況 テーマ 事業名 検討事項、課題等 

 

全体 

 

 

辻堂の特性や現状をデータやアンケートに基づき理解した

上で、福祉部会が取り組むべきことや理想とする部会の在り

方について年間を通して協議を行った。各委員が日頃取り組

んでいることや、辻堂にとって何が必要であるか意見交換を

重ねた。 

全体 

 

定期的に意見交換の場を設ける。その中で福祉部会の在り方やこれか

ら実施する事業等を検討していく。 

障がい理解 

遊びリパーク リ

ノア・木曜クラブ

見学 

辻堂地区内の施設であるリノアと木曜クラブの見学を

2021/8/19 に行った。実際に当事者に触れ合うことで、今

後の取り組みに繋がるような機会となった。 
障がい理解 

福祉施設見学・ 

意見交換会（座談

会） 

辻堂地区にある障がい施設をはじめ様々な施設の見学や、当事者の方

やご家族との意見交換会を定期的に行う。 

白浜養護学校  

作品展示・即売会 

辻堂市民センター交流スペースにて、白浜養護学校の生徒

さんが作成した作品の展示を 2021/12/1～10 に、即売会

を 2021/12/7・8 に行った。  

白浜養護学校 

作品展示・即売会 

今後も交流スペースを活用した作品展示や即売会などを行っていく。

また白浜養護学校に限らず、様々な福祉団体も対象に行っていく。 

健康 

認知症 

フレンドリー講座 

本人インタビューの視聴やＶＲ体験を通し認知症について

自分事として実感し、理解を深めることができる「体験型」

の講座を 2022/2/3 に実施。地域で支え合う仕組みの長期

的な構築や、辻堂が少しでも優しい町になるきっかけづくり

を目指し、ネットワーク湘南堂夢、高浜地域子ども支援会議、

辻堂地区青少年育成協力会委員・役員を対象とし行った。 健康 

認知症フレンドリ

ーキッズ授業 

小学生を対象とした認知症の講座を行う。認知症の人が住み慣れた街 

で安心して暮らし続けられる「共生社会」の構築を願い、未来を担う子

どもたちに地域の協力者になってもらうことを目指す。 

グリーン回廊 

ウォーキング 

外出に伴う身体活動の促進による健康の維持・増進を図る

とともに，地域の再認識，ふれあいの機会の創出を目的とし

た「辻堂さんぽ」事業を交流部会とともに協議。 

グリーン回廊 

ウォーキング 
今後もグリーン回廊を利用した事業や他部会との合同協議等を行う。 



事業名 内　　容 実施結果 事業名 内　　容 目的や課題

駅前掲示板の活用
　・月ごとに飾り付けを変えて人目につく
　掲示板にする
　・他団体に活用を促す

　・各部会で輪番として、各月飾りつけや事業報告、募
　集の掲示を行った。
　・他団体から、計２件の申請があり、ポスター等を掲示
　した。

駅前掲示板の活用
　・月ごとに飾り付けを変えて人目につく
　掲示板にする
　・掲示希望のあった他団体等も紹介する

　◆目的◆
　活動や事業の周知を行いまちづくり会議の認知度を
　高める。

辻堂公民館まつり
出展

　・移転のため当初から開催予定なし -
辻堂公民館まつり

出展
　・２０２２年１０月開催予定

　◆目的◆
　活動や事業の周知を行いまちづくり会議の認知度を
　高める。

辻堂地区全体集会

　２０２２年２月５日に実施
　・オンライン開催
　・第１部で活動報告を実施
　・第２部で４つのグループに分けたディ
　スカッション

　・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、開催時
　間を１時間短縮し、ハイブリット型からオンライン開催
　のみに変更した。
　・参加人数４６人（うち一般参加者１４人）
　・令和２，３年度のまちづくり会議及び社会貢献活動
　実習生の活動報告
　・辻堂に関するフリーディスカッション

辻堂地区全体集会 　・実施日、実施方法未定（年１回開催）
　◆目的◆
　活動報告や課題の抽出

子ども回覧板

　・コロナ禍の中、遊び場所、学校での
　出来事などを話す子ども井戸端会議を
　開催し、オンラインで配信する新しい形
　の子ども回覧板を展開。

　・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 子ども回覧板 　・実施日、実施方法未定

　◆目的◆
　（1）子どもの地域参加を促し次世代の担い手を育成
　　　する。
　（2）子ども向けの情報を集めて発信し、地域に愛着を
　　　もってもらう。

オンラインｃａｆｅ
　・Ｚｏｏｍを利用したディスカッションを実
　施し、活動報告や意見募集を行う

　・８月　テーマ「ＳＤＧｓについて語ろう」
　・１２月　テーマ「辻堂だからできること」
　・３月　辻堂小学校での内閣府オンライン講演の実施

オンラインｃａｆｅ

　・Ｚｏｏｍを利用したディスカッションを実
　施し、活動報告や意見募集を行う
　・浜見、高砂、八松小学校での内閣府
　オンライン講演の実施

　◆目的◆
　活動や事業内容、辻堂の魅力等の情報を発信し、
　認知度の向上、まちづくりへの積極的参加を促す。

辻堂プライド
　・辻堂プライドの浸透及び
　ロゴマークの活用

　・各種イベントやだよりへのロゴマークの掲載
　・辻堂地区全体集会のチラシとともに、ロゴマークデザ
　インの缶バッチを配布

辻堂プライド
　・辻堂プライドの浸透及び
　ロゴマークの活用

　◆目的◆
　（1）まちづくり会議の認知度向上
　（2）まちづくりへの積極的参加

辻堂まちづくり会議
だよりの発行

　・広報ふじさわ２０２２年３月２５日号で
　全戸配布
　・HPへの記事掲載

　・1２月素案、原案作成業者入札依頼、１月業者決定、
　３月１５日納品、３/２５号に合わせて全戸配布した。

辻堂まちづくり会議
だよりの発行

　・２０２３年３月に全戸配布
　・HPへの記事掲載

　◆目的◆
　活動や事業の周知を行いまちづくり会議の認知度を
　高める。

ホームページ
　・全体会議議事録や事業案内、事業
　結果を掲載

　・辻堂ドットコムに全体会議議事録や事業案内、事
　業結果を掲載した。

インターネットを活用
した情報発信

（ホームページとフェ
イスブックの運営を統

合）

　・ホームページやＳＮＳなどを活用した
　情報発信
　・全体会議議事録や事業案内、事業
　結果を掲載
　・辻堂まちづくり会議のフェイスブック
　ページを運営する
　・湘南工科大学の学生による情報発信

　◆目的◆
　活動や事業内容、辻堂の魅力等の情報を発信し、
　認知度の向上、まちづくりへの積極的参加を促す。

フェイスブックページ
の運営

　・辻堂まちづくり会議のフェイスブック
　ページを運営する
　・湘南工科大学の学生による情報発信

　・各種イベントへ参加し、写真撮影、記事を投稿
　・湘南工科大学社会貢献活動（ICT）実習生１名
　を受け入れ、若者目線の記事を投稿。

令和４年度令和３年度

令和4（2022）年度　広報委員会事業予定表（案）







 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

辻堂東海岸 
ゴミゼロクリーン 
キャンペーン 
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・津波避難体験 
９時４５分～１０時３５分頃 

津波避難体験目標 
「辻堂市民センター」 

このフラッグに集合！！ 

津波フラッグ（Ｕ旗） 

辻堂西海岸 
ゴミゼロクリーン 
キャンペーン 
集合場所 

ゴミ置き場 
ゴミ置き場 

辻堂海浜公園 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴミゼロクリーンキャンペーン実施 

東西会場ごとに津波避難体験を実施 

避難目標到着、上階避難開始 

防災グッズをプレゼント！随時解散 

 

 

＜ゴミゼロクリーンキャンペーン＞ 

～辻堂地区生活環境協議会～ 

時 間：９時～（受付８時５０分） 

持ち物：軍手、タオル、帽子、マスク 

飲み物等、ごみ袋２枚 

 （藤沢市指定収集袋は使わないでください） 

会 場：辻堂海岸 各受付場所ののぼり旗前 

＜津 波 避 難 体 験＞ 
～辻堂地区防災協議会,辻堂まちづくり会議, 

辻堂地区自治会長・町内会長連絡協議会 

日本ライフセービング協会～ 

時 間：９時４５分～１０時３５分頃 

会 場：辻堂海岸東側・西側会場～辻堂市民センター 

内 容：東西会場ごとに津波避難ビルに向かって避難を 

体験していただきます。 

 

※ 避難目標の詳細は表面参照 

スケジュール 

 

 

【お問い合わせ先】 辻堂市民センター(電話：０４６６－３４－８６６１) 

        ※ 土日・祝日を除く８時３０分から１７時００分まで 

〈８時５０分〉 

〈９時００分～９時４５分〉 

〈９時４５分～１０時１５分〉 

〈１０時１５分～１０時２５分〉 

〈１０時３５分〉 

 

 

 

ゴミゼロクリーンキャンペーン受付開始 

ゴミゼロクリーンキャンペーン実施 

東西会場ごとに津波避難体験を実施 

避難目標到着、上階避難開始 

防災グッズをプレゼント！随時解散 

 

当日、気分のすぐれない方は、参加しないでください。 

帽子をかぶりましょう。ケガ防止のため、靴は必ず履いてください。 

ケガをしたり、気分が悪くなった場合は、各会場受付にいる市職員に 

お申し出ください。 

お子様をお連れの方は、迷子にならないよう、十分ご注意ください。 

当日は日曜日のため、海岸付近の道路は混雑が予想されます。道路を 

渡る際等は十分ご注意いただき、また、お車でのご参加はご遠慮ください。 

当日、大きな地震があった場合、津波の危険がありますので、すぐに高いとこ 

ろへ避難してください。 

実施確認は、「かながわ海岸美化財団」の HＰ(http://www.bikazaidan.or.jp)

または、当日７時３０分から辻堂市民センターまで。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止となる場合があります。 

１． 

２． 

３． 

 

４． 

５． 

 

６． 

 

７． 

 

８．

う 

http://www.bikazaidan.or.jp/


令和４年度施政方針について

２０２２年４月２８日

辻堂地区郷土づくり推進会議委員と
理事者との意見交換
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令和３年度後半のコロナ対応事業

 親族等からの支援や民間サービスの利用が困難な自宅療養者
への食料等支援の実施（１０月）

 自動走行型紫外線照射除菌ロボットの実証実験を実施

（１１月）

 ふじさわ元気回復デジタル商品券（第２弾）事業の実施

（１２月）

 コロナ対策強化のため医師会と協定を締結 （１２月）

 子育て・生活支援給付金事業の実施（１２月）

 早期投与の藤沢メソッドの実施（２月）

 高齢者等の施設への抗原検査キットの配布（２月）

 市内認可保育施設への抗原検査キットの配布（３月）

まん延防止等重点措置（１月２１日～３月２１日）
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市民の命を守るコロナワクチン

藤沢市民 1回目接種 2回目接種 3回目接種（３月27日現在）

接種回数 349,359 回 346,620 回 155,458 回
（うち65歳以上 86,193回）

接種率 88.7％
（対象人口比）

88.0 ％
（対象人口比）

２回目接種者の44.85 ％
（65歳以上２回目接種者の85.21％）

• 高齢者や基礎疾患のある人は重症化リスクが高いが、オミクロン株の流行期
でも、 ３回目接種をした人の命は守られている。

• まん延防止等重点措置が解除されても、コロナとともに暮らす日々が続く。

• 感染再拡大を防止し、市民の命を守る

ため、発症や重症化を防ぐ効果を持続

させる３回目接種を、引き続き、

市全体で強力に推進！
～高齢者を対象とした再勧奨を実施～
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令和３年度市民意識調査結果

<サステナブル藤沢＞

将来にわたって、多くの人
に愛され住み続けたいと思
えるまちであること

＜インクルーシブ藤沢＞

人権が守られ、多様性を
認め合う、支え合いのま
ちであること

＜スマート藤沢＞
デジタル技術など、最先端
のテクノロジーが活用された
まちであること

実現度 未達度

80.7％ 19.3％

実現度 未達度

67.0％ 33.0％

実現度 未達度

26.3％ 73.7％

＜都市像 郷土愛あふれる藤沢＞

誰もが快適に暮らせ、居心地の良いまち
であること

＜都市像 郷土愛あふれる藤沢＞

子どもが大人になっても愛着の持てるまち
であること

実現度

未達度

80.0％

20.0％

実現度

未達度

81.8％

18.2％78%

79%

80%

81%

82%

83%

R1 R2 R3

実現度の経年変化

78%

79%

80%

81%

82%

83%

R1 R2 R3

実現度の経年変化
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１ はじめに（Ｒ４施政方針より）

 引き続き、コロナ対策を最優先
感染者対応 ワクチン接種 地域経済の維持・回復

 コロナ禍によって浮き彫りになった多様化・複雑化する住
民ニーズに対応するために、一つひとつの課題を市民目線
で捉え直し、今まで見過ごされてきたことにも光を当てる
施策に取り組み、多様な価値観を認め合うまちづくりを進
める

 社会や暮らしの課題に対し、ＳＤＧｓの視点を踏まえなが
ら、すべての領域をトランスフォーメーション（変革。Ｄ
Ｘ等を指す）の対象として、令和４年度を未来に向けた持
続可能なまちづくりへの「新たなスタートの時」と位置付
け、市政運営に取り組む

ふじキュン♡
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２ 市政運営のテーマ（Ｒ４施政方針より）

(１)未来への潮流を創造する

(２)発展する持続可能な都市基盤

(３)未来に向けて大切にしたい人の和
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 人口構造の変化に対応したまちづくりを推進

 心身ともに健康であるための関連施策を推進

 健診情報や、医療、介護データを連携させたシステムを活
用し健康寿命の延伸に向け、地域医療の推進に取り組む

 子どもに関する政策は、子どもの視点に立ち、常に子ども
の権利や最善の利益を第一として展開

 地域経済の維持・回復に向け、感染症の状況に応じた経済
対策を検討、実施

 ストーリー性を軸に、歴史や浮世絵などの文化を観光活性
化につなげる

未来への潮流を創造する①
Ｒ４市政運営のテーマ（１）
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 「気候非常事態宣言」「スポーツ都市宣言」関連施策を推
進

 東京２０２０大会のレガシーを未来につなぐ

 デジタル機器に不慣れな方への対策を講じながら、ＤＸ、
スマートシティの取組を推進

 ＧＩＧＡスクール構想の取組を推進

 マルチパートナーシップで課題解決を図る「共創」の取組
を推進

 関係団体等との連携の様々な好事例の情報を各部局で共有
し、積極的に活用

 内部統制の取組をより一層強化

未来への潮流を創造する②
Ｒ４市政運営のテーマ（１）



Copyright © Fujisawa City、 All rights Reserved. 

8

 「複合災害を踏まえた強くしなやかな公共施設」「良質な
グリーンインフラとしての谷戸の保全」「人と人とがつな
がる快適なオープンスペースとしての緑地や公園」「パブ
リックスペースとしての道の活用」などを推進

 公共施設は、 Ｐａｒｋ(パーク)－ＰＦＩ(ピーエフアイ)、
トライアル・サウンディング、公共資産パートナーシップ
提案制度を取り入れ有効活用を図る

 移動ニーズに対応し複数の公共交通などを最適に組み合わ
せて利用する「ＭａａＳ(マース：Mobility as a Service
）」の活用にも着目しながら、都市の利便性を高める取組
を推進

発展する持続可能な都市基盤①
Ｒ４市政運営のテーマ（２）
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 西北部地域

• 農・工・住が共存する環境共生都市を目指すべき将来像とする

• 遠藤笹窪谷戸(やと)をなどの豊かな自然環境を保全しつつ、少
年の森との連携も視野に入れ、地域活性化に資する取組を推進

 藤沢駅周辺の再整備

• 南北自由通路や南口広場の再整備に向けた準備を進める

• 駅前民間ビルの機能更新を促進するなど、さらなるにぎわいの
創出に向けた取組を推進

 市民会館及び周辺の再整備

• 複合化のメリットを最大限に生かす

• 奥田公園との一体化を重視し、周辺の街並みと調和が取れた市
民の憩いの場とする

• 本市全体の活性化に資する事業となるよう努める

発展する持続可能な都市基盤②
Ｒ４市政運営のテーマ（２）
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 周辺住民等の生活の質の向上のため、安全性や快適性を合わせ持つま
ちづくりを行う

 ヘルスイノベーションなど最先端の創造性豊かな人材が集積・交流し
グローバルに発信できる研究開発拠点の形成に向けて取組を進める

村岡新駅周辺地区の整備について（発展する持続可能な都市基盤③）

■村岡新駅の完成イメージ図
（南東側から北西方向を望む。）
※現時点でのイメージであり、
実際とは異なる場合があり
ます。

都市拠点の創出は、市全体に新たな交流・経済活動等を生み出
し、さらなる持続可能な都市につながる機会となる
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 デジタル化などの進展を上手に活用し、これからをコミュニテ
ィの時代として住民本位の自治を進化させていくことが必要

 市民センター・公民館を拠点に全市一丸となって、新たな課題
に素早く対応できる体制を整え、市民活動団体やサークル等、
地縁に関わらず共通の趣味や関心による集まりである「テーマ
型コミュニティ」も生かした、独自性のある地域づくりを実現
していく

 コロナ禍における経験を踏まえ、学校、家庭、地域などの社会
のあらゆる人たちが相互に協力しながら、すべての子どもの学
びと健やかな成長のために、包括的に取り組んでいく

 学校が子どもたちの生きていく力、非認知能力を育むための豊
かな学びの場となるよう、学校運営協議会を設置した学校（コ
ミュニティ・スクール）を拡大し、地域とともにある学校づく
りを進める

未来に向けて大切にしたい人の和
Ｒ４市政運営のテーマ（３）
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3 新たな年度を迎え（Ｒ４施政方針より）

 気候温暖な風土や湘南海岸を望む美しい四季の彩りの中で、
大切に守られてきた温かい「人の和」が市民の皆様の大輪の
花となるよう未来に向けて広げていく

 広がった「人の和」が、市民の皆様に愛され「やりたいこと
が見つけられて実現できるまち」へとつながるよう、令和４
年度を、未来に向けた持続可能なまちづくりへの「新たなス
タートの時」として「藤沢らしさ」をさらに創造しながら、
引き継いでいく
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 市政運営の総合指針２０２４ ３つのまちづくりコンセプト
• 藤沢らしさを未来につなぐ持続可能な元気なまち（サステナブル藤沢）
• 共生社会の実現をめざす誰一人取り残さないまち（インクルーシブ藤沢）
• 最先端テクノロジーを活用した安全安心で暮らしやすいまち（スマート藤沢）

ふじキュン♡
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ふじキュン♡

特に
郷土づくり推進会議委員の皆様・
地域の皆様に
ご協力・ご承知おきいただきたいこと。



安全で安心な暮らしのために（防災政策課・危機管理課）

●防災備蓄資機材の整備

●SNS災害緊急速報情報サービス

の導入

●避難行動要支援者への支援

マイタイムライン

【災害対策】



安全で安心な暮らしのために （防犯交通安全課）

●交通安全運動・交通安全教育事業の実施

●特殊詐欺対策の推進

●防犯カメラ付

自動販売機の設置

【防犯・交通安全対策】



遠距離送・排水システム車①



遠距離送・排水システム車②



「地域共生社会」とは？

制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が参画し、人と人、人と
資源が世代や分野を超えてつながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会を指しています。

地域共生社会の実現に向けて

【これまでの社会構造】 【めざす姿】

支えあいの輪

【背景】

ご近所づきあいや、人とのつながりが希薄となり、地域の様々な困りごとが見えづらくなってきており、

これまでの「支える側」「支えられる側」の役割を超えた仕組みが必要

気づく・つながる・支えあう
ネットワークづくりを進めています



うちの子、障がいがあるけど、

私が居なくなったらどうしよう

お腹がすいた…あたたかい

ご飯が食べたいな…

仕事もなく経済的に

生活できるか不安…

親の介護は

どうすればいいんだろう…

うちの子、もう何年

も引きこもってる…

これから先、一人で産んで

一人で育てていくのかな…

妊娠、出産、子育て、介護、障がい、生活困窮、社会的孤立、健康に対する不安等、

地域に住む人の抱える不安や課題を、地域の持つ力と支援関係機関等が
協働することで、対処する仕組みが必要

生活困窮 ８０５０問題

子どもの貧困

親亡き後

母子の孤立

ダブルケア

様々な困りごとへの対処



地域における様々な取組

地域の縁側
・・・身近な地域で交流・相談ができる

居場所づくり

相談機能の強化
・・・「どこに相談していいのかわから

ない」困りごとに対応

普及・啓発
・・・認知症、健康づくり、ケアラーなど、

理解を深める取組

見守りネットワークの構築
・・・地域で協働して見守り等を行う仕組み

づくり

（ケアラーに関するパネル展示）

（コミュニティソーシャルワーカー）
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チームFUJISAWA2020（ポータルサイトを活用した取組）

 様々なボランティア情報を掲載し、気軽に応募ができる

 サイト上で募集と応募が完結

 活動する場所（１３地区）、テーマから検索ができる

ポータルサイトを活用して、ボランティア活動のさらなる活性化を図る取組
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チームFUJISAWA2020 地域との連携

 想定される活用例

・地域各団体における募集

➡担い手の確保策

➡活動の周知

 活用実績

・郷土づくり推進会議公募委員募集

・公民館事業

・地区ボランティア体験会

地域

ス
ポ
ー
ツ
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平和について
（ロシアによるウクライナ侵攻について）

本市では、全国でも極めて早い時期に、「藤沢市核兵器廃絶平和都市宣言」
を行い、市民の皆さんとともに、恒久平和と「核兵器のない世界」の実現に向
け、一歩一歩、真摯かつ継続的に取組を進めています。

折しも、本市の平和都市宣言から４０周年を迎えようとする中、郷土を愛す
る人々の命と尊厳が、非人道的に奪われることや、核兵器による威嚇などは、
決して許されるものではありません。

戦争のない世界、そしてウクライナに一日も早い平和と笑顔が戻ることを心
より願います。

【ウクライナ情勢に対する市の取組】

• 「ロシアによるウクライナ侵攻に対し平和的解決を求める声明文」発出

• ウクライナ人道危機救援金の募金箱を設置

• ロシアの軍事侵攻への抗議と世界の恒久平和を願い、江の島シーキャンド
ルをウクライナ国旗の色にライトアップ

• 避難民を市で受け入れる場合の、住宅の確保をはじめとした寄り添った支
援を検討中
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ふじキュン♡

令和４年度に
辻堂地区において進めていく事業。



高浜中学校受水槽の更新①（写真は現況）



高浜中学校受水槽の更新②（工事後イメージ）



白浜養護学校空調設備更新工事（写真は廊下の空調）



道路安全対策事業（歩行者横断点滅器①）

豊田市先進事例①



道路安全対策事業（歩行者横断点滅器②）

豊田市先進事例②



ご清聴ありがとうございました。


